
台風被害調査　　2019/10/27  午後 
　９月には台風１５号（令和元年台風１５号）が東京湾に侵入、千葉県では最大
瞬間風速５７．５m/s千葉県南部を中心に強風で屋根や電柱が倒壊して広範囲で
停電・断水など甚大な被害となりました。（死者１　重軽傷者１５０）そして、
１０月１２日に伊豆半島に上陸して神奈川・東京などを縦断して三陸沖で温帯低
気圧に変わった。台風１９号は各地に記録的な雨をもたらし河川の氾濫、崖崩れ
など農作物にも１７００億円以上の被害をもたらした。死者９２名・行方不明９
名　多くの河川が氾濫したことは皆さんも記憶にあると思います。２４時間雨量
では神奈川県箱根町９４２mm 相模湖６０４mm 山中湖350mm  軽井沢３３０
mm 大自然のひろば４４０mm 前置きが長くなりましたが、どこで災害が起き
ても不思議では無い雨量でした。 
　１０月９日から大自然のひろばに入って、荷物の整理をして尾方さんの別荘に移動、作業を行
い週末にはもう一度大自然のひろばで作業を行う予定でしたが、台風１９号が神奈川を直撃しそ
うなので、進路に注意しながら１８日（金）に横浜に引き上げて台風に備えることにしました。 
幸い横浜では被害も無く安全に過ごすことが出来ました。しかし、台風が通過してから各地で河
川の氾濫や停電などの報道が伝わってきました。大自然のひろばがある佐久市でも停電している
様子で、中部電力から倒木による電線切断があり２３日に緊急工事を行うと電話連絡がありまし
た。そして、工事終了の連絡があったので、山荘に通じる国道や星尾林道の状況を伺ったところ
林道から上部は車で入ることが出来なかったと報告を頂きました。そこで、佐久市役所工務部に
星尾林道の状況を確認、市役所の担当者は荒船不動尊まで徒歩で調査をしたところ大河原橋から
上部で崖崩れや穿孔があり、当分通行止めになるとのことでした。１９日の雨量は４４０mm
だったので、林道は滝のような状況だったと想像できます。もしも、山荘に避難していたら山荘に
閉じ込められて、車で帰ることが出来なくなっていました。 
　１０月２７日（日）尾方さんの別荘で作業を行い午後から山荘の被害調査に行ってきました。 
大河原橋から山荘までは約１㎞最初の急坂（アスファルト）は深さが１ｍほどの穿孔があり、タ
イヤがはまってしまうと身動きできません。軽トラを４駆に入れて、注意深く進みます。３００ｍ



ほど進むと、左側の山が崖崩れ。これから先は車では進めません。林道の中央に駐車してそこか
らは徒歩で山荘に向かいました。ここから上部はコンクリート道路で、穿孔はありませんが土砂
が山側の道を覆っていて歩行困難です。山荘に入る側道まで３カ所の崖崩れがありました。土砂
の排除は人力ではとても手に負えないので、重機で排除するのを待つしか有りません。市役所の

話では多くの林道が被害を受けていて優先順位は低いようです。そ
して山荘に向かう側道に入ると落葉と動物が掘った穴が目立つくら
いで被害はありませんでした。ログハウス・倉庫・ホール・キャビ
ンを確認したところと雨漏
りや破損もありませんでし
た。林道の復旧工事は来春
になる予定ですから、山荘
を１１月から閉鎖します。
大河原橋で地元の住人に話
を聞くことが出来ましたそ
の男性は１０年ほど前にも
同じ場所が崩れていたと話
してくれました。１０年に
一度はこの規模の災害があ
るのでしょう。佐久では千
曲川氾濫・橋の倒壊など復
旧には時間がかかりそうで
す。今回の大雨特別警報発
令・雨量や経験を生かして
今後の安全対策に行かした
いと思います。


